
Q）成果の測定はどのように行ったらよいか。

 成果評価を行うに当たっては、成果指標が適切に設定、測定されることが重要です。

 事業活動と成果指標の実績との間の因果関係を評価するため、ＰＦＳ事業が実施されな
かった場合の仮想の結果と、実際の結果とを比較します。

 成果評価の方法の例として、ＲＣＴ（Ｒａｎｄｏｍｉｚｅｄ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ Ｔｒｉａｌ：ランダム化比較試

験）、ＲＣＴ以外の２群間比較やベースラインとの比較、対照群のない前後比較等があり
ます。

 事業効果の推定に当たっては、基本的には定量的なデータに基づき、算出可能か検討
します。加えて、定量的なエビデンスの乏しいアウトカム（Ｗｅｌｌ‐ｂｅｉｎｇなど）についても、
可能な限り見える化し、事業が創出しようとする価値を特定していくことが重要です。

 ＰＦＳ共通的ガイドラインで導入したＷＴＰは、定量的なエビデンスに基づくほか、専門家
からの助言や住民等との対話を通じて、政策的に価値を決定していくこととしています。

Ｑ＆Ａ 【事業効果について】

Q）ＰＦＳの事業効果は、定量的なもののみか。
  定性的な効果については、どのように見せればよいか。
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